
紹

介

2z
ti｝m

介

　
　
○
日
本
書
紀
纂
疏
　
　
國
民
精
紳
黒
化
研
究
所
編

　
日
本
書
紀
纂
疏
は
室
町
時
代
鳳
離
の
間
、
博
學
多
識
を
以
っ
て

一
世
に
推
さ
れ
た
一
條
兼
良
が
、
書
紀
網
代
巻
を
紳
儒
佛
三
教
一

致
の
立
揚
か
ら
解
堕
せ
る
紳
撹
論
で
、
兼
良
の
學
問
の
み
な
ら
す

當
代
の
思
想
を
見
る
べ
き
好
箇
の
典
籍
で
あ
る
。
し
か
も
從
來
江

戸
時
代
の
不
完
全
な
る
刊
本
の
流
布
せ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

今
こ
・
に
國
民
精
紳
文
化
研
究
所
の
松
本
彦
次
郎
、
中
村
光
学
氏

の
手
に
依
っ
て
，
傘
良
自
筆
本
に
最
も
近
い
と
考
へ
ら
れ
る
大
永

六
、
七
年
書
軸
の
京
都
爾
足
院
所
藏
本
を
底
本
と
し
、
更
に
弘
治

元
年
書
爲
の
憩
宮
文
庫
本
、
天
正
七
年
書
聖
の
菊
亭
本
、
正
保
四

年
書
票
の
静
難
壁
文
庫
等
の
諸
本
を
照
癒
し
て
，
綿
密
な
る
校
訂

の
結
果
、
學
界
の
準
糠
と
な
る
べ
き
本
書
が
公
刊
さ
れ
国
事
は
、

我
々
の
深
く
喜
び
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
し
か
し
更
に
望
蜀
の
謬
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
弾
じ
く
蒙

良
自
筆
本
の
系
統
を
引
く
と
思
は
れ
る
、
故
内
藤
虎
次
郎
博
士
所

　
　
　
　
　
　
第
【
二
十
・
巻
　
第
四
號
　
　
　
入
五
六

藏
の
古
爲
本
（
六
巻
一
冊
、
奥
書
マ
永
正
九
比
年
七
月
十
二
日
以
一

條
殿
簸
三
殿
禦
於
燈
下
薯
嘉
馨
訪
，
治
部
卿
卜
部

兼
永
」
）
や
御
巫
清
白
氏
藏
の
爲
本
（
二
冊
）
も
滲
看
さ
れ
た
な
ら
ば

と
思
ふ
の
で
あ
る
。
　
（
菊
判
＝
ハ
八
頁
、
東
京
國
民
精
憩
文
化
研

究
所
嚢
行
、
定
便
一
圓
七
十
銭
）

　
　
○
吉
野
朝
史
　
　
中
村
直
勝
著

　
昭
和
二
年
「
南
朝
の
研
究
」
を
以
っ
て
，
此
時
代
の
研
究
に
一
新

機
軸
を
出
さ
れ
た
中
村
助
敏
授
は
、
そ
の
後
「
北
畠
親
房
」
そ
の
他

の
名
著
を
引
融
き
公
け
に
さ
れ
た
が
、
今
ま
た
「
吉
野
朝
史
」
と
題

す
る
大
冊
を
編
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
本
書
は
前
編
吉
野
朝
史
総
読
．
後
編
岡
各
設
の
二
部
に
分
れ
，

総
説
は
更
に
「
米
穀
属
土
か
ら
貨
幣
経
濟
へ
」
「
紳
佛
か
ら
入
間
へ
」

「
武
士
と
其
家
筋
」
の
三
章
よ
り
成
り
、
歴
史
が
思
想
と
経
濟
と
の

相
互
關
係
に
依
り
て
叢
噂
す
る
と
の
著
者
の
史
観
に
基
い
て
、
此

時
代
の
歴
史
が
概
観
的
に
究
明
さ
れ
て
み
る
。
後
編
は
既
に
世
に

問
は
れ
た
大
小
二
十
三
篇
の
論
考
．
及
び
近
時
楠
木
韮
成
自
筆
書

風
の
綜
合
的
研
究
の
結
果
、
筆
蹟
並
び
に
花
押
等
よ
り
從
來
の
年

代
的
序
則
に
疑
周
を
提
起
さ
れ
た
｝
篇
を
牧
錬
さ
れ
て
る
る
Q
而
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し
て
こ
れ
ら
後
篇
の
諸
論
考
は
、
前
篇
の
所
論
の
基
礎
を
な
し
、

個
々
猫
立
の
論
で
は
あ
る
が
、
全
膿
の
編
次
に
於
い
て
渾
然
た
る

時
代
史
を
形
成
し
て
み
る
。
　
（
菊
判
五
嚇
＝
頁
、
京
都
星
野
書
店

登
行
，
定
内
参
圓
八
十
銭
）

○
南
　
虜
遺
　
芳

紳
宮
皇
臨
監
編

　
昭
和
九
年
建
武
中
興
六
百
年
記
念
の
事
業
と
し
て
紳
宮
前
學
館

は
、
主
と
し
て
三
重
縣
に
於
け
る
吉
野
朝
青
葱
の
史
料
を
網
羅
し
、

更
に
強
蹟
の
爲
眞
を
加
へ
て
展
観
を
行
っ
た
が
、
本
書
は
そ
の
内

尤
な
る
も
の
約
二
百
鮎
を
撰
毒
し
、
適
意
版
と
し
て
公
判
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
大
別
す
れ
ば
吉
野
朝
關
…
係
史
蹟
百
十
葉
及
び
古
文
書
古

記
録
七
十
葉
，
覆
れ
も
簡
明
な
る
藁
箒
を
附
し
、
殊
に
文
書
記
録

に
は
夫
々
讃
み
本
を
添
へ
て
あ
る
の
は
研
究
者
に
謝
し
て
多
大
の

便
宜
を
齋
ら
す
で
あ
ら
う
。
夏
に
巻
頭
に
は
「
建
武
中
興
の
御
理

想
」
と
「
伊
勢
に
於
け
る
勤
王
事
蹟
」
の
叢
論
講
を
掲
げ
て
史
蹟
並

－
び
に
文
書
記
録
か
ら
受
け
た
切
干
な
る
印
象
を
統
一
せ
し
め
、
寅
…

眞
と
解
題
と
概
読
と
が
経
と
な
り
緯
と
な
っ
て
、
伊
勢
中
心
の
吉

野
朝
時
代
史
を
感
銘
深
く
物
語
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
　
（
四
六
倍

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

制口

�
Z
〇
頁
、
紳
戸
五
典
東
田
院
登
行
一
レ
一
定
一
難
論
少
圓
）

○
金
剛
寺
古
記

大

阪

府

　
天
野
山
金
剛
寺
が
、
既
刊
の
金
剛
寺
交
書
以
外
に
猴
麟
窮
経

の
奥
書
等
の
零
細
な
る
も
の
に
、
吉
野
朝
御
腫
代
並
に
楠
木
氏
一

族
の
歴
史
を
物
語
る
も
の
・
あ
る
事
は
夙
に
下
界
に
聞
え
，
中
村

助
蜜
蝋
は
「
南
朝
の
研
究
」
に
そ
の
詳
密
な
る
紹
介
を
さ
れ
て
み

る
。
し
か
し
未
だ
そ
の
全
文
が
上
梓
さ
れ
豊
楽
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
Σ
に
大
阪
府
は
建
武
中
興
六
百
年
の
時
を
思
ひ
、
こ

れ
を
徹
底
的
に
精
査
せ
る
結
果
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報

告
第
六
輯
と
し
て
公
刊
し
た
の
で
あ
る
．
，

　
本
書
の
内
容
は
後
村
上
天
皇
御
覧
翰
御
奥
書
三
黙
を
始
め
輝
恵

法
印
及
び
そ
の
他
の
奥
書
総
計
三
百
黙
、
豊
富
に
挿
入
さ
れ
て
る

る
爲
眞
版
は
原
文
の
悌
を
如
實
．
に
憾
へ
て
る
る
。
更
に
巻
頭
に
は

岸
本
準
二
氏
の
「
金
剛
寺
並
に
同
古
記
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
を

冠
し
金
剛
寺
の
漕
革
並
に
藤
壷
學
頭
職
で
あ
っ
た
輝
恵
法
印
の
精

細
な
る
解
説
が
附
せ
ら
れ
て
み
る
。
兎
に
角
史
蹟
調
査
報
告
と
し

て
は
異
撒
に
蝸
す
る
本
書
は
，
近
時
斯
界
の
義
心
の
中
心
と
な
れ

る
吉
野
朝
時
代
史
研
究
に
寄
與
す
る
所
極
め
て
大
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
四
號
　
　
入
五
七
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紹
　
　
　
　
介

（
菊
制
一
六
四
頁
、
大
阪
府
乱
行
、
非
質
品
）

　
　
○
明
治
前
期
財
政
経
濟
史
料
集
成
第
十
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
藏
　
省
編

　
愈
ヒ
完
成
に
近
づ
き
つ
・
あ
る
本
集
成
は
，
最
近
第
十
九
回
配

本
と
し
て
「
九
分
利
付
外
國
公
債
凶
事
」
「
七
分
利
付
外
國
公
債
護

行
日
記
」
「
下
等
吉
田
少
輔
往
復
書
類
」
を
内
容
と
す
る
第
十
巻
を

公
刊
し
た
。

　
明
治
新
政
府
が
新
興
の
遭
際
を
負
う
て
近
代
隠
家
と
し
て
の
日

本
の
建
設
に
遇
進
せ
ん
と
し
た
時
，
殖
産
興
業
の
部
門
に
於
い
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
部
門
と
同
じ
く
、
先
づ
國
家
が
先
頭
に
立
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
へ
ば
黒
道
電
信
の
敷
設
等
に
就
い
て
も

政
府
當
局
の
大
隅
重
信
、
伊
藤
博
文
ら
が
指
導
心
立
揚
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
當
蒋
の
我
國
内
の
貸
幣
資
本
の
蓄
積
は
到
底
か
・
る
大

事
業
を
清
化
し
得
る
も
の
で
は
な
く
，
當
然
こ
・
に
厚
額
の
外
國

公
債
が
必
要
と
な
り
、
明
治
二
年
か
ら
三
年
に
亙
り
種
々
折
衝
の

結
果
、
ロ
ン
ド
ン
に
於
い
て
百
萬
膀
の
外
債
が
嚢
行
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
「
九
分
利
付
外
國
公
債
紀
事
」
と
は
師
ち
こ
の
外
債
嚢
行
に

關
す
る
経
緯
を
輯
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
二
十
総
　
第
四
號
　
　
入
五
八

　
次
い
で
新
政
府
が
蕪
時
代
の
封
建
的
秩
序
を
一
掃
せ
ん
爲
，
’
華

士
族
の
家
瞭
に
代
へ
て
公
債
を
交
附
せ
ん
と
し
た
時
、
そ
の
賛
金

も
再
び
外
新
に
募
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
か
く
て
明
治
五
年
大

藏
少
輔
吉
田
清
成
は
命
を
受
け
て
丸
払
を
落
し
、
米
外
経
由
英
國

に
赴
き
、
遽
に
明
治
六
年
七
分
利
付
二
百
四
＋
萬
擁
の
募
債
に
成

功
し
た
。
「
七
分
利
付
外
野
公
債
嚢
行
日
記
」
と
は
即
ち
吉
田
清
成

が
本
國
出
嚢
よ
り
蹄
朝
に
至
る
ま
で
、
政
府
と
の
往
復
文
書
O
外

乙
丸
銀
行
と
の
往
復
書
翰
及
び
契
約
書
等
を
罷
業
し
て
、
日
々
の

出
來
事
を
克
明
に
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
在
欧
吉
田
少
輔
往

復
書
類
」
も
亦
岡
じ
く
こ
の
際
に
於
け
る
吉
田
清
成
と
政
府
下
局

者
，
殊
に
大
隈
井
上
澁
澤
ら
と
の
間
に
往
復
せ
る
文
書
を
主
と
し

て
録
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
本
書
は
明
治
初
年
に
於
け
る
外
債
公
募
の
委
曲
を

賦
し
て
み
る
が
、
輩
に
そ
れ
は
當
時
の
我
國
の
霜
枯
的
情
勢
を
物

語
る
の
み
で
な
く
、
微
妙
な
る
攻
治
的
肚
會
的
推
移
を
魔
て
る

る
の
は
特
に
興
味
深
い
。
殊
に
京
大
國
史
研
究
室
に
藏
す
る
彪
大

な
る
吉
田
清
成
文
書
も
、
同
じ
く
こ
の
際
の
事
に
零
す
る
も
の
を

含
み
，
彼
此
鋤
照
し
て
番
手
の
諸
事
情
は
嚇
贋
關
明
さ
れ
る
と
思

（　208　）



ふ
の
で
あ
る
。
（
菊
判
三
九
八
頁
、

圓
）
（
以
上
時
野
谷
）

〇
四
天
王
寺
と
美
術

○
難
波
古
滋
の
研
究

東
京
改
造
肚
獲
行
、
定
償
四

内
藤
藤
一
郎
四

竹
山
　
腰
髄
著

、

　
　
　
　
　
　
i
大
阪
郷
土
史
叢
書
i

　
大
阪
の
地
は
古
前
「
日
本
の
豪
所
」
と
し
て
そ
の
生
命
は
経
濟
都

市
た
る
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
が
，
近
時
そ
の
登
展
の
盆
≧

目
ざ
ま
し
き
も
の
あ
る
と
共
に
、
市
民
の
間
に
大
阪
自
身
の
文
化

を
所
有
せ
ん
と
す
る
欲
求
の
頓
み
に
昂
ま
り
來
つ
た
の
は
顯
著
な

事
實
で
あ
る
。
か
や
う
な
欲
求
は
祀
先
蹴
來
こ
の
地
に
住
し
，
相

共
に
そ
の
繁
榮
の
爲
に
撫
し
來
つ
た
人
々
の
間
に
共
通
に
存
す
る

郷
土
愛
の
感
情
と
結
び
つ
い
て
市
民
の
直
心
を
自
ら
歴
史
的
な
も

の
に
向
は
し
め
る
。
最
近
魚
燈
惣
五
郎
氏
を
盟
主
と
し
、
そ
の
地
に

慶
す
る
若
き
歴
史
家
達
の
協
力
に
な
る
大
阪
郷
土
史
叢
書
な
る
も

の
、
刊
行
が
計
霞
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
も
、
一
に
か
・
る
趨
勢
に

慮
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
第
↓
輯
全
十
二
編
の
中
、
既
に
上

梓
を
見
た
も
の
は
上
掲
の
二
冊
の
み
で
あ
る
が
、
礎
表
せ
ら
れ
た

豫
定
の
計
霞
を
見
る
と
そ
の
意
圃
す
る
と
こ
ろ
必
ず
し
も
艦
系
的

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

に
大
阪
の
歴
史
の
諸
生
面
を
野
暗
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

寧
ろ
個
々
に
興
味
あ
る
問
題
を
捕
へ
て
自
由
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
作

ら
ん
と
す
る
も
の
Σ
如
く
、
夫
々
の
方
面
に
於
て
よ
く
三
門
的
知

識
の
高
さ
を
保
ち
つ
」
、
な
ほ
學
術
論
文
の
態
を
装
は
す
、
努
め

て
準
明
に
記
述
し
て
心
安
易
き
親
し
み
を
以
て
通
讃
さ
れ
ん
こ
と

を
期
し
て
み
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
。
四
六
版
百
五
十
頁
内
外
、

梶
原
緋
佐
子
氏
の
三
星
に
な
る
紙
表
紙
の
蒲
洒
た
る
外
装
も
そ
の

目
的
に
ふ
さ
は
し
い
も
の
で
あ
ら
う
。

　
若
江
輩
に
上
掲
二
冊
の
内
容
を
紹
介
す
れ
ば
、
前
者
は
四
天
王

寺
創
建
の
本
旨
を
物
部
大
蓮
討
伐
に
潮
面
せ
し
め
て
設
く
書
紀
の

記
載
に
も
か
、
は
ら
す
、
な
ほ
外
敵
に
蜀
す
る
護
國
の
思
想
に
基

く
も
の
と
し
て
、
同
苗
に
於
け
る
塔
婆
の
位
置
を
重
親
し
、
今
日

金
堂
本
奪
を
救
世
観
音
と
し
て
み
る
こ
と
の
本
來
の
制
で
は
な
か

ら
う
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
代
る
べ
き
四
天
竃
像
が
機
式
上

特
に
四
天
王
寺
様
と
思
す
べ
き
特
殊
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
湿
し
、
更
に
塔
婆
内
の
四
方
四
三
の
形
式
の
成
立
事
惰
を
稽
へ
、

韓
じ
て
中
世
以
後
こ
の
寺
に
謝
す
る
信
仰
の
憂
化
を
堰
き
、
聖
徳

太
子
を
以
て
救
世
享
受
の
化
現
で
あ
る
と
す
る
考
へ
が
、
や
が
て

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
四
號
　
　
入
五
九

（　2e9　）


